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も
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後
日　

時　

平
成
２４
年
２
月
５
日
（
日
） 

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

講　

師　

青 

木 

順 

子 

（
あ
お
き 

よ
り
こ
）
先
生　

参
加
料　

子
ど
も 

三
〇
〇
円　

大
人 

五
〇
〇
円

二
ヶ
月
に
一
度
偶
数
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
予
定
で
す
。

お
子
様
だ
け
で
も
大
人
だ
け
で
も
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。

論
語
に
楽
し
く
親
し
ん
で
い
た
だ
く
教
室
で
す
。

親
子
で
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

初  

詣 

※

元
日
午
前
零
時
よ
り
、

　

峰
翔
会（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
応
援
団
）が

　
「
甘
酒
」の
無
料
接
待
を

　
　

ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

元
日　

御
神
酒　

授
与

正
月
縁
起
物
多
数

　一
月
十
四
日(

土) 

午
前
七
時
〜

　

焼 

納 

祭（
ど
ん
ど
焼
）

二
月  

五 

日（
日
）午
前
十
一
時

　

節 

分　

還
暦
初
老
祈
願
祭

「
お
伊
勢
さ
ん 

初
ま
い
り
」

 

伊
勢
参
宮
旅
行 

参
加
者
募
集
中

二
月 
二
十
〜
二
十
一
日（
月
･
火
）

 

参
加
費 
一
人 
二
一
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
平
成
二
十
五
年

　
　
　
第
六
十
二
回 
神
宮
式
年
遷
宮

地
域
に
か
か
わ
ら
ず

多
数
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
せ
。

平
成
二
十
四
年

 

祭
行
事
の
ご
案
内

　

吉
例『
宝
籤
』開
催

四
月
九
・
十
日（
月
･
火
）

　

春
季
大
祭

家
内
安
全 

心
身
健
勝

商
売
繁
盛 

会
社
隆
昌

男
女
厄
年 

開
運
厄
除

合
格
祈
願 

学
業
成
就

海
上
安
全 

大
漁
満
足

新
年
祈
願 

承
り
中

６6355514627

61 42 37 33 1925

平
成  

年
生  　

歳  

女
子
厄
年

昭
和　

年
生  　

歳  

男
女

昭
和　

年
生  　

歳  

女
子
大
厄

昭
和　

年
生  　

歳  

男
女

昭
和　

年
生  　

歳  

大
厄 

初
老

昭
和　

年
生  　

歳  

還
暦

24

平
成  

年
の 

厄 

年（
数
え
年
）

★
　　　　　　　

★

シルク

ミシオ

ﾅﾅｲﾛ

災除招
福

祈願
修

500円

初穂料 各500円
好評お授け中

こ
ん
ぴ
ら

　
手
づ
く
り
市

こ
ん
ぴ
ら

　
手
づ
く
り
市

毎月第３日曜日
開 催中！

冬季（１月･２月)はお休みです
12/18  3/18  4/15  5/20 
 6/17  7/15  開催予定。

の
〜
ん
び
り

　
　
ゆ
っ
く
り
。手
づ
く
り
市
は
、

　
み
ん
な
で
つ
く
る
市
で
す
。

朝10時～夕方３時頃まで

出展者募集中！！
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記
念
例
祭
斎
行



　

二
百
年
祭
記
念
行
事
の
中

心
と
な
る
記
念
例
祭
神
輿
渡

御
祭
が
十
月
八
・
九
・
十
日

に
わ
た
っ
て
盛
大
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
十
年
前
よ
り
行

わ
れ
て
き
た
記
念
事
業
も
い

よ
い
よ
掉
尾
の
祭
事
と
な
り
、

有
終
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く

三
日
間
通
じ
て
見
事
な
快
晴

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
日
の
例
祭
日
に
併
せ
て
神

輿
渡
御
祭
を
斎
行
、
八
日
（
土
）
九

日
（
日
）
に
は
宵
々
宮
、
宵
宮
祭
と

し
て
奉
祝
奉
納
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
十
月
二
日

（
日
）
か
ら
は
、
神
輿
と
屋
台
五
基

が
境
内
に
展
示
披
露
さ
れ
て
祭
礼
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、
狛
猫

に
ち
な
ん
だ
「
こ
ま
猫
」
二
百
対
が

奉
納
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
こ
ま
猫
」
奉
納
展
は
、
こ
ん
ぴ

ら
さ
ん
に
し
か
な
い
狛
猫
を
二
百
年

祭
の
機
会
に
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ

う
と
町
内
有
志
が
「
ね
こ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
企
画
、
町
内
小
学
生
を
中

心
に
素
焼
き
の
陶
器
に
彩
色
を
し
て

も
ら
い
、
本
殿
や
石
段
な
ど
に
ず
ら

り
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
「
こ
ま
猫
」
作
者
の
池

田
修
造
さ
ん
の
作
品
「
猫
の
目
」
展

も
開
催
さ
れ
、
祭
り
に
彩
り
を
添
え

ま
し
た
。

　

八
日
（
土
）
の
宵
々
宮
祭
に
は
地

元
丹
後
一
円
か
ら
伝
統
民
踊
踊
り
十

一
団
体
、
よ
さ
こ
い
踊
り
八
団
体
が

午
後
か
ら
小
西
川
披
露
会
場
で
お
披

露
目
の
後
、
沿
道
を
通
っ
て
神
社
へ

入
り
夕
刻
か
ら
は
神
社
境
内
で
奉
納

披
露
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
峰
山
よ
さ
こ
い
連
の
ご
奉

仕
で
畳
二
畳
分
の
特
大
サ
イ
ズ
バ
ラ

寿
司
が
作
ら
れ
、
御
神
輿
前
に
奉
納

さ
れ
た
後
、
参
拝
者
四
百
名
に
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
日
（
日
）
日
中
に
は
例
年
通
り

町
内
の
山
車
や
屋
台
が
出
動
し
、
夕

刻
に
は
神
社
境
内
に
集
結
、
宵
宮
祭

奉
納
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
百

年
祭
を
記
念
し
て
昨
年
か
ら
は
じ
め

ら
れ
た
峰
山
民
踊
子
供
踊
り
も
新
調

さ
れ
た
衣
裳
で
登
場
し
、
喝
采
を
浴

び
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
屋
台
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
両
日

境
内
は
詰
め
か
け
た
観
覧
者
で
す
し

詰
め
に
な
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

御鎮座二百年記念例祭

こ
ま
猫
二
〇
〇
対 

ず
ら
り

宵
々
宮 

宵
宮
祭　

奉
納
披
露

  宵々宮祭　奉仕団体

よさこい踊り
はごろも
みねほげんキッズ
峰山幼稚園
伊根よさこい連
てんてん
倶楽部１０３
ゆうゆうず
飛龍天衆（太鼓）

伝統民謡踊り
J  A京都弥栄サークル
たけのこ会
丹波子ども会
菅　一区サークル
久美浜田村民踊サークル
峰山火曜会木曜会
豊心会
網野豊成会
豊寿会
豊竜恵会
但州湯島盆

  　　宵宮祭　奉納演目
天神山（呉服）　
　藤娘／糸井瑠璃
　手習子／寺田朋可
五幸太刀(第11区)
　本降り・宮振り
峰山民踊子供踊り
　ちりめん小唄・鞠と殿様
　こんぴら舟々
杉若太鼓（須賀神社）
春日山（上）
　岩滝　竹雀・十二神楽
八幡山（室）
　雁燕
釜掘山（浪花）
　寿三番叟／小鈴
　奴さん／鈴菊
　丹後ちりめん小唄
　／鈴十　鈴菊　小金　諒
金刀比羅山（泉）
　六段・一軒所
杉若神楽（須賀神社）
　剣の舞・扇の舞

「こま猫」奉納展と「猫の目」展

室「八幡山」

浪花「釜掘山」

呉服「天神山」峰山民踊子供踊り杉若太鼓

但州湯島盆

みねほげんキッズ

豊竜恵会

二畳分のばら寿司

はごろも峰山火曜会木曜会

屋台展示

御神輿展示吹貫展示



　

十
日
（
月
祝
）
は
午
前
八
時
に
例

祭
神
幸
祭
を
斎
行
、
ご
本
殿
よ
り
絹

垣
に
覆
わ
れ
た
宮
司
が
御
神
霊
を
御

神
輿
へ
と
お
遷
し
し
、
神
輿
輿
丁
と

屋
台
奉
仕
者
が
そ
れ
ぞ
れ
拝
礼
す
る

と
準
備
が
整
い
、
総
巡
行
が
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

巡
行
順
に
神
輿
へ
の
奉
納
を
行
い
、

沿
道
の
待
機
位
置
へ
と
移
動
、
午
前

十
時
に
本
通
り
を
杉
若
神
楽
・
杉
若

太
鼓
・
五
幸
太
刀
振
り
・
天
神
山
・

釜
掘
山
・
春
日
山
・
金
刀
比
羅
山
・

神
輿
行
列
（
吹
貫
―
威
儀
物
―
童
女

行
列
―
斎
女
―
神
輿
）
が
進
み
、
壮

大
な
祭
礼
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

神
輿
行
列
に
は
本
年
春
の
式
年
大

祭
で
お
披
露
目
さ
れ
た
吹
貫
が
初
参

加
し
、
民
踊
子
供
踊
り
の
女
子
ら
四

十
名
が
務
め
た
童
女
（
わ
ら
わ
め
）

と
祭
礼
に
仕
え
る
斎
女
（
い
つ
き
め

岩
佐
由
紀
子
さ
ん
）
が
花
を
添
え
、

総
勢
百
二
十
名
の
輿
丁
（
よ
ち
ょ
う

神
輿
方
）
に
威
勢
よ
く
か
つ
が
れ
た

大
神
輿
の
前
に
お
供
し
ま
し
た
。

　

沿
道
に
で
き
た
幾
重
も
の
人
垣
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
約
一
時
間
か
け
て

京
都
銀
行
前
交
差
点
へ
進
み
、
山
車

屋
台
は
杉
谷
で
順
次
披
露
を
行
い
、

御
神
輿
は
町
内
を
巡
行
し
た
後
そ
れ

ぞ
れ
市
役
所
前
の
総
披
露
会
場
へ
と

集
結
し
ま
し
た
。

　

正
午
よ
り
披
露
会
場
へ
の
入
場
が

始
ま
り
、
山
車
屋
台
に
続
い
て
神
輿

行
列
が
入
場
、
吹
貫
を
先
頭
に
威
儀

物
斎
女
と
続
き
、
最
後
に
御
神
輿
が

登
場
、
会
場
を
埋
め
尽
く
す
観
衆
の

前
を
一
周
し
て
正
面
へ
据
置
か
れ
る

と
御
旅
所
祭
を
斎
行
し
、
宮
司
の
祝

詞
に
続
い
て
会
場
の
全
員
が
斎
女
に

併
せ
て
拝
礼
し
ま
し
た
。

　

次
に
総
披
露
が
始
ま
り
、
山
車
屋

台
が
順
に
神
輿
に
奉
納
す
る
形
で
峰

山
が
誇
る
祭
礼
伝
統
芸
能
の
総
て
を

披
露
、
周
囲
を
取
り
囲
ん
だ
大
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
三
時
、
全
て
の
披
露
が
終
わ

る
と
、
宮
司
よ
り
「
こ
の
よ
う
に
多

く
の
皆
様
に
二
百
年
祭
と
い
う
時
を

共
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
こ
そ

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
」
と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
再
度
会
場
全
員
で

峰
山
と
丹
後
の
繁
栄
を
祈
念
し
て
御

神
輿
に
拝
礼
し
ま
し
た
。

　

次
に
山
車
奉
仕
者
も
輿
丁
に
加

わ
っ
て
威
勢
良
く
会
場
を
一
周
し
た

後
、
御
神
輿
が
後
の
巡
行
へ
と
出
発
、

大
歓
声
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

神
輿
巡
行
は
「
小
象
山
神
輿
会
」

に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昨

年
は
輿
丁
七
十
名
を
集
め
一
部
行
程

の
み
か
つ
い
で
巡
行
し
ま
し
た
が
、

本
年
は
総
勢
百
二
十
名
も
の
神
輿
方

が
集
ま
り
、
全
行
程
を
威
勢
良
く
か

つ
い
で
巡
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
峰

山
民
踊
子
供
踊
り
が
生

ま
れ
、
斎
女
と
童
女
が

一
層
の
花
を
添
え
大
変

な
評
判
を
得
ま
し
た
。

　

吹
貫
の
巡
行
も
一
区

有
志
の
奉
仕
で
今
後
も

担
わ
れ
る
運
び
で
、
半

休
眠
状
態
の
屋
台
復
活

も
果
た
し
ま
し
た
。

　

祭
礼
に
奉
仕
し
た
人
員
は
一
千
名

を
優
に
超
え
、
奉
仕
者
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
観
衆
に
も
共
有
し
て
い
た
だ

き
、
二
百
年
祭
と
い
う
機
会
に
将
来

へ
向
け
た
大
き
な
成
果
を
遺
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
の
祭
礼
後
に
修
理
の
た
め
京

都
市
内
へ
運
ば
れ
て
い
た
御
神
輿
が

晴
れ
て
完
成
し
、
九
月
中
に
納
め
ら

れ
ま
し
た
。

錺
金
具
・
漆

塗
・
木
工
彫

刻
な
ど
全
て

新
品
同
様
の

装
い
と
な
り
、

記
念
例
祭
に

お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。

神
輿
山
車
屋
台 

総
巡
行 

総
披
露

二
百
年
か
ら
始
ま
る

屋台総巡行

御神輿奉輿巡行

吹貫と威儀物行列

斎女と童女

巡行前の奉納「五幸太刀振り」

市役所前総披露会場市役所前に屋台勢揃い

120名の神輿輿丁

神輿披露会場を出御

斎　女

御旅所祭

呉服「天神山」

浪花「釜掘山」

はごろも

峰山民謡子供踊り

祭
礼
絵
巻 

総
巡
行

峰
山
伝
統
芸
能
総
披
露

大
神
輿
修
繕
竣
功

大
神
輿
修
繕
竣
功




